
   令和４年度事業報告    
 

Ⅰ．公益を目的とする事業 

【公益事業番号１】：科学技術に関する研究活動の助成事業 

１．下中科学研究助成金 

令和４年度・第 61 回下中科学研究助成金審査委員として、青木清、

中尾征三、蟻川謙太郎、園池公毅、宮崎活志、吉田浩子、高木美也子

の７氏に委嘱し、審査委員長に青木清氏を互選しました。 

令和４年度の募集を６月初旬にホームページに告知し、メールにて

都道府県および政令指定都市・主要都市教育委員会、教育センター、

全国新聞社・放送局、研究団体等に周知方を依頼し、募集を開始しま

した。 

同年 12 月１日に締め切り、応募総数は 68 件(前年 67 件)で、内訳は

自然科学関係 43 件、人文科学関係 25 件でした。 

禅知明予備審査委員他 9 氏に採点を依頼し、令和 5 年 1 月 19 日、ア

ルカディア市ヶ谷にて予備審査会を開催し、助成金交付候補者 26 名を

選定しました。同年 2 月３日に、クラブ関東にて本審査会を開催。川

上新吾予備審査委員より予備審査の経過が報告され、審議に入りまし

た。前回同様、助成金採択率及び助成金授与研究レベルの維持を考慮

し、今回は 26 名の選定になりました。 

なお、助成金の取得は叶いませんでしたが、優秀な研究と認められ

ました 4 名を次点とし、奨励を込めて図書券(10,000 円分)を贈りまし

た。 

また、「2023 年ホームページ掲載研究論文」への執筆候補者とし

て、取得者の中から正候補者 5 名、補欠候補者 2 名を推薦しました。 

同年２月 21 日に入選者の発表を行い、同年３月 10日に各入選者に対

して助成金の送金及び次点者への図書券の発送を行いました。 

募集にあたり周知方を依頼しました各所に対し、メールにて審査    

結果を知らせ、各々に、発表周知方を依頼しました。 

 

 募集周知に関しましては下記の各社・団体からご協力をいただきまし

た。 

 

【募集関係】 

① ＫＥＹＥＮＣＥ ｅ-ＧＲＡＮＴ研究助成金獲得カレンダ－に掲載 

② 公益財団法人助成財団センターのホームページに掲載 

③ ＪＳＴ理数大好き NEWS に掲載 

 



【結果発表】 

① ＦＭ熱海湯河原のパーソナリティ・遠藤雅子氏が、助成金取得者の静

岡県立浜松工業高等学校教諭・長野祐紀先生を取材しました。 

 

２．『2022年ホームページ掲載研究論文』は令和４年 11月に公開しました。 

 

３．下中科学研究助成金審査委員として、青木清審査委員長の推薦により、令和４

年６月７日開催の臨時理事会において吉田浩子氏（人間総合科学大学教授）

が、同年 7月 26日付の書面による臨時理事会において高木美也子氏（東京通

信大学教授）が選任されました。 

   

【公益事業番号２】：教育映像資料の収集、貸出、閲覧および展示 

１．ＥＣアーカイブズ 

(1) ＥＣ映像活用プロジェクトの一環として、令和４年９月より民族誌映

画専門配信サイト｢エトノスシネマ｣にて、ＥＣフィルムの配信がスタ

ートしました。Facebook で拡散してはいるものの、周知は十分ではな

く収益に至っておりません。 

(2) ＜エンサイクロペディア・シネマトグラフィカを見る＞連続上映会は、

下記の通り、ポレポレ東中野にて開催いたしました。コロナ感染防止に

より座席数を半分としておりますが、参加者も大分戻りました。 

  ①令和４年９月２日 ｢捨てるものなどはない｣～かじがらで何ができ

るか～」 

  ②令和４年 11 月２日 ｢火と暮らす｣ 

  ③令和５年２月 17 日 ｢透明生物、クラゲとその仲間たち｣ 

 

その他、エトノスシネマと全日本郷土芸能協会により、2021 年からスタ

ートした「すごい民族誌映画がみたい！（略称：すご民）」シリーズ第四

夜として、令和 5 年３月３日「ワラワラ藁！～世界中の知の記録の集積 

EC 映像より出づる異形なモノたち～」を配信しました。 

 

２．パール・下中記念館 

(1) 現地での清掃、調査等を行い、来期のヴィジュアル化を推し進める 

べく、館内整備および調査を実施し、見積を検討しています。 

(2) コロナ禍で記念館内の展示が整わず休館としたため、見学者の受付は行

いませんでした。 

(3)「パール博士のことば」の今期の有料頒布は 100部（前年 60部）でした。 

 

３．世界平和アピール七人委員会・丹波篠山市との協同事業 



『平和』に関する講演会は、コロナ禍により３年間中断していましたが、

今期、令和４年９月 25 日、丹波篠山市民センターにて開催できました。

世界平和アピール七人委員・宇宙物理学者、池内了先生が、「天と地と

人のつながり－私たちは宇宙のこども－」の演題で講演され、質問者と

の活発な応答もあり、台風一過の秋晴れの下、大変盛況な会となりま

した。 

 

４.その他「アジア暮らしの暦」プロジェクト 

①日本・中国・韓国、３カ国のコアメンバー８人による研究会を実施しま

した。 

端午(6/3)・盆(8/12)・中秋(10/15)・旧正月(1/22) 等、折々の行事に合

わせて、それぞれの風習、食など生活実感を交えて交流しました。 

参加者は中国・韓氷（翻訳者 中国河南）、胡霞（日中交流を目的とす

る団体職員 西安）、韓国・金淑子（在日韓国人 研究者）、金承福（出

版社 日韓交流）、日本・下中菜穂、下中美都 松田牧恵 小原佐和子

（写真家 サイト構築、管理）。 

② 「アジア暮らしの暦（折本暦）」の制作に着手 

まず、第１歩として、３カ国の歳時風俗を並行して見渡すことができる

折本式の暦を構想。原案を作成し、内容を吟味中であります。 
 
【公益事業番号３】：科学技術の優秀な研究成果に対する表彰 

１．表彰事業 

｢５年毎に実施｣との定めである当該期にあたり、第３回として実施し

ました。第 54 回（平成 27 年度）～第 59 回（令和元年度）の｢年報｣の

研究論文執筆者 25 名を対象に、助成金を活かした研究の発展、成果

を問うものであります。審査委員として、青木清、中尾征三、蟻川謙

太郎、園池公毅、宮崎活志の５氏に委嘱し、審査委員長に青木清氏を

互選しました。令和４年４月に応募意思の確認を行い、23 名から「意

思あり」との回答がありました。令和４年６月の書面審査にて論文執

筆候補者を 10 名選定し、同年 10 月 31 日を締切日として、「論文」の

提出を課しました。令和５年２月３日、クラブ関東にて本審査を開

催。最優秀賞１名(賞金 1,000,000 円）、優秀賞２名（各 500,000

円）を授与するところ、優秀な論文が多く、甲乙つけられないため、優

秀賞を 1 名増やし３名とし、合計４名への授与となりました。同年２月

21 日に入選者の発表を行い、同年３月 10 日に賞金の送金及び本審査選

外者６名への図書券（各 20,000 円）を発送しました。 

  なお、第１・２回に開催しました表彰式は、コロナウィルス等を考 

慮し、開催は見合わせました。 

 

 



【公益事業番号４】：国際相互理解の促進を目的とする助成事業 

１．上野眞資記念事業「日本を知ろう」 

コロナ渦で、インド人留学生の来日及び国内活動が困難な状況であったた

め、今期は実施を見合わせました。令和５年２月 8 日、事業委員 3 名及び

審査委員 3 名、各全員でＺＯＯＭ会議を行い、次年度に向けての方針等を

協議しました。 

 

Ⅱ．収益を目的とする事業 

【収益事業番号１】：伝統芸術の貴重な映像及び資料の頒布 

   

「雅楽」の今期の売上は、バラ３枚、合計 26,380 円（前年４セット他、

合計 370,072 円）でした。 

 

Ⅲ．その他 

１．寄附金 

(1）今期の寄附金は下記の通りです。 

11 名、合計 501,000 円（前年度 111 名 502,000 円）であり、税額控除対

象となる要件を達成することができました。 

 

① 「活動全般」                           4 名 260,000 円  

 ② 「公益事業１：下中科学研究助成金他」          1 名  50,000 円  

③ 「公益事業２：教育映像・博物館事業」          3 名 153,000 円  

④ 「公益事業４：インド事業」              3 名  38,000 円  
 

合計 11 名 501,000 円 

 
寄附者の皆様に心より御礼申し上げます。 

   

(2）今期の定時・臨時理事会・定時評議員会は、コロナウイルス感染防止の

ため、「ＺＯＯＭ形式」及び「書面による会議」として行いました。 

 

２．公益財団法人日本国際交流センターの世界平和に関する活動（三極会議）

に賛助､参加を予定していましたが、令和４年６月のワシントンでの総

会、及び令和５年３月のニューデリーでの総会へは、コロナウィルス他

の事情により、参加を見合わせました。          



Ⅱ．処務の概要

１．役員等に関する事項 （令和５年３月31日現在）

職 名 常 勤 氏 名 就任（重任） 担 当 報 酬 現 職

非常勤 年月日 職 務

理 事 長 非常勤 藤井 卓也 令和４年６月７日 な し ＣＰグループ・正大光明会長

顧問

専務理事 非常勤 下中 弘 令和４年６月７日 な し (株)エクスプランテ代表取

締役社長

常務理事 非常勤 下中 美都 令和４年６月７日 な し (株)平凡社代表取締役社長

理 事 非常勤 小沼 通二 令和４年６月７日 な し 慶應義塾大学名誉教授

理 事 非常勤 上野 健爾 令和４年６月７日 な し 四日市大学関孝和数学研究所

所長

理 事 非常勤 堤 富男 令和４年６月７日 な し 一般財団法人機械システム振

興協会会長

理 事 非常勤 堀越 俊一 令和４年６月７日 な し (株)講談社サイエンティフィ

ク代表取締役社長

理 事 非常勤 佐野 玉緒 令和４年６月７日 な し 花士（はなのふ）

理 事 非常勤 久保利英明 令和４年６月７日 な し 日比谷パーク法律事務所代表

弁護士

理 事 非常勤 三宅 麻衣 令和４年６月７日 な し 現代美術家・京都芸術大学教

授

監 事 非常勤 小坂 義人 令和４年６月７日 な し 飛悠税理士法人代表社員

監 事 非常勤 阿部 薫 令和４年６月７日 な し 一般財団法人日本国際児童図

書評議会監事

評 議 員 非常勤 下中 直人 令和２年６月９日 な し (株)東京印書館取締役社長

評 議 員 非常勤 岡田 一男 令和２年６月９日 な し (株)東京シネマ新社代表取

締役

評 議 員 非常勤 中村 桂子 令和２年６月９日 な し ＪＴ生命誌研究館名誉館長

評 議 員 非常勤 荻原 眞子 令和２年６月９日 な し 千葉大学名誉教授

評 議 員 非常勤 坂部 三司 令和２年６月９日 な し 星薬科大学評議員

評 議 員 非常勤 山田 和 令和２年６月９日 な し 作家

評 議 員 非常勤 田付茉莉子 令和２年６月９日 な し 一般財団法人日本経営史研究

所会長

評 議 員 非常勤 大橋 祥宏 令和２年６月９日 な し 一般財団法人日本出版クラ

ブ元専務理事

評 議 員 非常勤 山崎 典子 令和２年６月９日 な し 宇宙航空研究開発機構宇宙

科学研究所教授

評 議 員 非常勤 大河原昭夫 令和２年６月９日 な し 公益財団法人日本国際交流

センター理事長



２．職員に関する事項

職 名 常 勤 氏 名 採用年月日 担 当 給 料 備 考

非常勤 職 務

事務局長 常 勤 海老沼起美 令和３年６月１日 250,000円

顧 問 常 勤 廣川 知志 平成11年９月20日 80,000円

３．会議等に関する事項

（１）理事会

開催年月日 議 事 事 項 会議の結果

令和４年５月24日 １．令和３年度事業報告及び決算承認について． 全会一致で承認・可決

２．理事全員、監事１名任期満了及び監事１名の 全会一致で承認・可決

選任につき候補者選任にについて

＜報告事項＞

（定時理事会） ①業務報告

令和４年６月７日 １．代表理事及び執行役員選定について 全会一致で承認・可決

（臨時理事会） ２．下中科学研究助成金審査委員選任について 全会一致で承認・可決

令和４年７月26日 １．下中科学研究助成金審査委員選任について 全会一致で承認・可決

(書面による臨時理事会）

令和５年３月24日 １．令和５年度事業計画及び収支予算審議につい 全会一致で承認・可決

て

＜報告事項＞

（定時理事会） ①業務報告

（２）評議員会

開催年月日 議 事 事 項 会議の結果

令和４年６月７日 １．令和３年度事業報告及び決算承認について 全会一致で承認・可決

２．任期満了につき理事及び監事選任について 全会一致で承認・可決

＜報告事項＞

①令和４年度事業計画及び予算報告

（定時評議員会） ②業務報告



（３）下中科学研究助成金審査委員会

開催年月日 議 事 事 項 会議の結果

令和５年１月19日 １．本審査委員会へ推薦する助成金取得者・次点 全会一致で承認・可決

（予備審査会） 者の選定及び・「ホームページ掲載研究論文」

執筆候補者推薦について

令和５年２月３日 １．助成金取得者・次点者・「ホームページ掲載論 全会一致で承認・可決

（本審査会） 文」執筆者の選定について

（４）表彰事業審査委員会

開催年月日 議 事 事 項 会議の結果

令和５年２月３日 １．最優秀賞及び優秀賞の選定について 全会一致で承認・可決

（本審査会）

４．主務官庁（内閣府）との連絡事項

連絡年月日 連 絡 事 項 履 行 状 況

令和４年６月１日 平成28年改訂の税額控除に関わる証明についての 内閣府公益認定等委員会政策企

確認 画調査官・大橋勇人氏と面談

令和４年６月30日 令和３年度事業報告書の提出 令和４年６月30日 提出

令和４年８月18日 令和３年度事業報告記載漏れ指摘項目の提出 令和４年８月18日 提出

令和５年３月29日 令和５年度事業計画書 令和５年３月29 提出

他に毎月「公益認定委

員会等だより」及び随

時各種通知及びゼミナ

ール案内等の配信を受

けている
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